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箏曲（そうきょく）とは、日本の伝統楽器であ
る箏（そう・こと）を主奏楽器とする音楽および
その楽曲の総称であり、今日では小・中学校の
「音楽」の授業でも扱われる、日本人にとって
非常に馴染みのある音楽である。また、音楽の
稽古事がピアノなどの洋楽器に取って代わられ
るまでは、当時、主として女性を中心に需要が
あり、茶道や華道と同様に、良妻賢母の象徴と
して、箏が人気を博した時代もあった。だが、
当初、箏曲は、明治新政府によって「当道」と
呼ばれる職能団体が解体されるまでは、琵琶、
三弦、鍼灸、按摩などと共に、江戸幕府による
保護のもと、男性の盲人（視覚障害者の当時の呼
称）を中心に伝承が行われていた。
このようなことから、箏曲と盲人との関係が
不可分であることは、日本音楽の研究分野にお
いては周知の事実となっている。しかしながら、
盲人が扱う点字楽譜は非常に特殊な資料であ
るために、箏曲の点字楽譜を真正面から論じた
学術研究はこれまでなく、それを解読可能な研
究者もいなかった。本書は、筆者が点字や点字
楽譜の史料を用いて基礎研究から丹念に積み
重ねた研究成果を刊行することで、箏曲点字楽
譜の通説の見通しと、新たな研究手法の確立
を目的とするものである。…著者「まえがき」より
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2016年お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究
科比較社会文化学専攻音楽表現学コース修了。
日本学術振興会特別研究員─DC2を経て、2024年お茶
の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科比較社会
文化学専攻表象芸術論領域修了。博士（人文科学）。
現在、お茶の水女子大学基幹研究院リサーチフェロー。
日本の伝統芸能（生田流箏曲・地歌三味線）の担い手
として、演奏活動や後進の指導も行う。筑波大学附属
視覚特別支援学校では、小学部の課外活動で箏を指導
している。
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